
◇ 行 政 視 察 報 告 書 ◇

≪提出者氏名≫ 木村 裕

委員会名 厚 生 常 任 委 員 会

委 員 名

［委 員 長］ 木村 裕 ［副委員長］ 山下 秋則

［委 員］ 堤 博明 ［委 員］ 河野 啓介

［委 員］ 下間 康広 ［委 員］ 村 好高

［委 員］ ［委 員］

視 察 先 三重県松阪市 三重県鳥羽市

視 察 日 令和５年１０月２６日（木） 令和５年１０月２７日（金）

視察時間 午後１時３０分 ～ 午後３時００分 午前１０時００分 ～ 午前１１時３０分

調査事項 ・書かない窓口の取り組みについて
・鳥羽市リサイクルパークの取り組みについ

て

行政視察を

終えて

・人口・財政規模は本市の約３倍。平成17

年に近隣４町と合併して新市発足。市域面積

㎢は、本市と同じく６００ を超える。

・平成27年に現市長が選挙公約に掲げた「市

民が使いやすい市役所づくり」に基づき取り

組まれたもの。

・まず、死亡届に係る各種手続きから「書か

ない窓口」を導入。

・住基システムをもとに各種データを連携さ

せており、住基を担当する戸籍住民課で、各

種手続きが開始される。

・申請書記載台がなく、戸籍住民課のローカ

ウンターで来庁者から必要な情報を聞き取

り、申請書等を打ち出し、内容確認のため来

庁者に署名をしてもらう。

・このことにより、申請書を探し、申請書を

書き、また記載内容を職員に聞く手順が省か

れ、市民の負担が軽減されている。さらに、

申請書の誤記の可能性が防止されている。

・出発点となる戸籍住民課での窓口対応が多

様化するため、高度の行政知識と処理能力が

求められる。

・フロアは、１階に戸籍・証明、福祉、国保・

年金関係、２階に税、土木建築、その他の部

署は別棟等となっていた。

また、１階の受付番号札発券機にはコンシ

・人口は約１万７千人。漁業と観光の町であ

る。

・市有地に、平成１９年にリサイクルパーク

を建設。工事費約２千万円。以後、２１年及

び２６年に増築、その合計工事費も約２千万

円。

・運営は、ＮＰＯとばリサイクルネットワー

ク。市からの委託費は、約５００万円。

・リサイクルパークの受け入れは、資源ごみ、

リユースショップ（衣料、什器、書籍など）、

生ごみ堆肥化事業。

・資源ごみについては、缶、ビン、ガラス陶

器、小型家電、蛍光灯乾電池、ペットボトル、

プラスチック、雑紙などのブースに分かれて

おり、ドライブスルーで市民が各資源ごみご

とに分けて排出するシステムで、日に１００

台ほどの来所がある。

・リサイクルパーク利用者は、約２千世帯。

鳥羽市の４分の１の世帯数で、資源ごみの受

け入れ量は、年間約２００ｔ。

・生ごみ堆肥化事業は、現在の参加者は２０

０軒で、１年間の資源化量は約３５ｔ。各家

庭で、堆肥ケース（衣装ケースを改造）によ

り生ごみを、２～３か月１次処理をし、堆肥

ケースをリサイクルパークに持ち込み、リサ

イクルパークで３か月発酵・熟成処理をする。



ェルジュがついており、職員が１時間交代で

対応していた。

堆肥化の床材には、米ぬか、もみ殻、壁土を

使っている。

＜三重中央開発(株)の視察＞

・京都府の南部地域に隣接する、三重県伊賀

市の山間部にあるごみ処理施設で、本市の可

燃ごみの受け入れ先。

㎢・敷地面積７０万 の広大な敷地に、巨大プ

ラントが居並び、廃棄物最終処分場は水質管

理をしながら埋め立てを続けており、現在８

期工事として埋め立てエリアを造成中であっ

た。

・ごみ処理施設にありがちなごみの散乱や異

臭は見受けられず、施設管理は良好であった。

・受け入れエリアは、千葉県から沖縄県と幅

広い。



◇ 行 政 視 察 報 告 書 ◇

≪提出者氏名≫ 山下 秋則

委員会名 厚 生 常 任 委 員 会

委 員 名

［委 員 長］ 木村 裕 ［副委員長］ 山下 秋則

［委 員］ 堤 博明 ［委 員］ 河野 啓介

［委 員］ 下間 康広 ［委 員］ 村 好高

［委 員］ ［委 員］

視 察 先 三重県松阪市 三重県鳥羽市

視 察 日 令和５年１０月２６日（木） 令和５年１０月２７日（金）

視察時間 午後１時３０分 ～ 午後３時００分 午前１０時００分 ～ 午前１１時３０分

調査事項 ・書かない窓口の取り組みについて
・鳥羽市リサイクルパークの取り組みについ

て

行政視察を

終えて

１．はじめに

松阪市（人口１５万人、 ㎢面積６２３ ）は、

市民の利便性を追求した新しい行政窓口の

実現に積極的に取り組まれている。

２．取り組みの現状

（１）先行した「おくやみコーナー」

自らが経験した市役所窓口での手続きの

面倒さを減らしてほしい―との市長の指示

により、行政窓口の在り方について庁内で検

討。まず最初に、死亡で発生するさまざまな

手続きを一元的に対応する「おくやみコーナ

ー」を開設し、手続きで何度も来庁したり、

何カ所も窓口を移動するなどの市民の負担

の軽減を図っている。

（２）「書かない窓口」の導入と効果

次に取り組まれたのが、死亡以外のライフ

イベント（出生・婚姻・転入・転出・転居な

ど）での手続きにおける「書かない窓口」の

導入である。

「書かない窓口」とは、来庁者が申請書に

記入せずに、各種証明書の発行や住民異動届

などの手続きができる仕組みのことで、窓口

で職員が、来庁者から本人確認や申請に必要

１．はじめに

鳥羽市（人口１７千人、面積107㎢）は、

北川元三重県知事が、知事の頃に環境政策を

積極的に進められたこともあって、環境に対

する意識の高い市で、ゴミの減量化・リサイ

クルの推進などに積極的に取り組まれてい

る。

２．取り組みの現状

（１）無料で資源ゴミの回収

「鳥羽市リサイクルパーク」は、家庭の生

ゴミの発生・排出の抑制とリサイクルの推

進、資源物の回収、環境教育の推進、リサイ

クルを通じた市民の交流の拠点として、平成

１９年に完成。施設の計画段階から関わって

いるNPO法人が市から委託を受けて運営を

担っている。

「リサイクルパーク」は、定休日（毎週月

曜日、お盆、年末年始）を除く毎日、午前９

時～午後４時まで開いており、市民はこの間

に、雑誌や新聞紙、段ボール、ビン類、アル

ミやスティール缶、ペットボトル、金属類、

トレイ、小型家電（但し、家電リサイクル法

対象外のもの）など、さまざま廃棄物をすべ

て無料で自由に持ち込むことができる。



な情報を聞き取り、窓口支援システムに入力

して申請書を作成・印刷。来庁者は、印刷さ

れた申請書の内容を確認し、署名等するだけ

で、手続きが完了するというもの。

南丹市も含め、「書かない窓口」の仕組みを

導入していない自治体では、手続きごとに申

請者の住所や氏名はじめ必要事項を申請書

に記入し、それぞれの窓口に提出する必要が

あり、記入内容の誤りや何度も同じことを書

かなければならないなど面倒と言える。

松阪市の「書かない窓口」は、証明書関係

（印鑑証明書・住民票の写し・戸籍謄抄本

年間約１２万８千件）、住民異動関係（転入・

転居・転出 年間約1万2千件）、戸籍届出

関係（年間7500件）の手続きで実施され

ており、申請者の来庁から手続き完了まで、

証明書関係で１件４分程度、住民異動で１件

７分程度、所要時間が短縮できたとのこと

で、年間に換算すればかなりの時間削減にな

っている。また、高齢の来庁者からは、手書

きの手間がなくて、好評とのことである。

松阪市では、基幹系システム（住民記録や

税等、福祉の業務を処理するシステム）を改

修し、「書かない窓口」の機能を基幹系システ

ムの中に組み込んでいるため、来庁者からの

ヒアリングで申請書を作成することで、基幹

系システムの処理が行えるように、フロント

エンドとバックエンドの業務をつなげてい

ることで、業務処理の迅速化・効率化が図ら

れている。

３．まとめ

南丹市において、「書かない窓口」の仕組み

の導入を考えた場合、基幹系システムを府内

自治体で共同利用しているという事情や、国

が進める自治体業務の標準化システムへの

移行が求められる状況の中では、本市の基幹

系システムに「書かない窓口」機能を付加す

ることは困難（松阪市では対応を検討中との

こと）であり、松阪市のような業務処理の迅

速化・効率化はあまり期待できないが、申請

書の手書きの手間の削減や、より正確な申請

（２）生ゴミを堆肥化して市民に還元

減量化とリサイクルを目的に、生ゴミを堆

肥化し、市民に還元する取り組みを行ってい

る。堆肥化講座を受講した市民に生ゴミ堆肥

化ケース「ひなたぼっこ」を配布し、家庭で

生ゴミを２カ月間ほどかけて一次処理して

もらう。それをリサイクルパークに持ち込ん

でもらい、それと引き換えに、次の堆肥化の

ためにケースに入れる床材を無料で配られ

ている。

受講者から持ち込まれた１次処理された

生ゴミは、その後、完全堆肥化に向けて３カ

月間ほどかけてリサイクルパークで２次処

理を行い、出来上がった堆肥も受講者に無料

で配られている。

このように、自ら出した生ゴミが、有機肥

料として還元され、家庭菜園等で利用できる

ことで、楽しみながらリサイクルに取り組め

ることが、環境に対する意識の一層の向上に

つながっているものと考える。

なお、リサイクルパークの利用者は、年間

約２万２千～２万３千人程度で、堆肥化ケー

ス「ひなたぼっこ」の現在の利用者は約200

世帯である。また、鳥羽市は、ゴミ等の処理

施設の設置・運営は、近隣２市１町の広域連

合で行っている。

３．まとめ

本市においては、可燃ゴミ以外のゴミは、

各集落の集積場での収集となっているが、鳥

羽市のリサイクルパークのような収集方法

は、市民にとって自由度の高い、便利な施設

と考える。また、生ゴミの減量化を進めるた

め、本市では、生ごみ処理容器などの購入に

対し補助金を交付しており、平均年３０件ほ

どの利用があるが、可燃ゴミの焼却を他自治

体や企業に頼っている中では、一層のゴミの

減量化に取り組んでいくことが必要と考え

る。



書の作成、必要な申請手続きの洗い出し、申

請者へ必要な申請内容の案内など、「書かな

い窓口」の導入メリットは大きいものと考え

る。

新庁舎（中央庁舎）の整備で、市民課や税

務課、福祉関係部署が同じ庁舎に集まった効

果をより発揮するために、「書かない窓口」の

導入が必要と考える。



◇ 行 政 視 察 報 告 書 ◇

≪提出者氏名≫ 堤 博明

委員会名 厚 生 常 任 委 員 会

委 員 名

［委 員 長］ 木村 裕 ［副委員長］ 山下 秋則

［委 員］ 堤 博明 ［委 員］ 河野 啓介

［委 員］ 下間 康広 ［委 員］ 村 好高

［委 員］ ［委 員］

視 察 先 三重県松阪市 三重県鳥羽市

視 察 日 令和５年１０月２６日（木） 令和５年１０月２７日（金）

視察時間 午後１時３０分 ～ 午後３時００分 午前１０時００分 ～ 午前１１時３０分

調査事項 ・書かない窓口の取り組みについて
・鳥羽市リサイクルパークの取り組みについ

て

行政視察を

終えて

三重県松阪市は平成１７年に１市４町におい

て合併され１６万人の市民がおられ、7割が

山林に囲まれております。

書かない窓口の取組みについて意見交換をさ

せていただきました。

市長が市民の使いやすいワンストップ窓口と

して2017年１１月から「おくやみコーナー」

を開設され市民のための市役所を実現されま

した。先進的にされている他市へリスペクト

され学んだ事を地域にあった独自の形で展開

されていました。

書かない窓口では年間６２０万円の予算で運

営されシステム利用料に４００万円かけられ

ていました。松阪市では市内業者に依頼され

システムを地域に合うようカスタマイズを行

っており、補助金無しで市の負担で運用され

使いやすさを重視した取組みでした。

窓口以外は記載台を置かずベンチを増やして

おられ住民の手書きの手間なしで待機時間も

４０％削減出来ており手続き完了までの時間

も短くお客様ファーストの取組みでした。

ただ、課題もあり部署の連携がうまくいかな

い事もあるようでした。

本市においても市民の方の市役所内の滞在時

間を減らし分かりやすい窓口を目指せるよう

検討していければと考えております。

鳥羽市リサイクルパークでは、生ごみ堆肥化

ケース「ひなたぼっこ」を用いた生ごみ堆肥

化、家庭から出るリサイクルの受け入れリユ

ースショップの運営等の環境に関する活動や

教育を行う環境啓発拠点施設で、ごみの減量

化や資源化を行うため平成19年３月にオー

プンされNPO法人に委託して運営されてお

ります。この取組みに対し国内や海外からも

視察に来られており注目されております。

ひなたぼっこの取組に約２００件が利用され

年間で35,000KG（約３５t）を資源化され

ています。堆肥化ケースには事前にもみ殻や

壁土などを入れ、そこに家庭から出る生ごみ

を入れ１次発酵をしてから施設に持ち込み２

次発酵を行い、出来た堆肥を家庭菜園などで

利用されています。その他家電や古紙などの

持ち込みもあり施設の利用者は年間23,000

人程おられます。古紙は紙ひもで結び出され

ていました。紙ひもの方が業者の買取価格が

高いとの事でした。また施設では、引きこも

りの方なども雇用されており社会貢献度も高

く感じました。施設内を１つ１つ説明してい

ただき本市でも廃校になった施設などを有効

活用し取り組めないか検討したいと思いま

す。



◇ 行 政 視 察 報 告 書 ◇

≪提出者氏名≫ 河野 啓介

委員会名 厚 生 常 任 委 員 会

委 員 名

［委 員 長］ 木村 裕 ［副委員長］ 山下 秋則

［委 員］ 堤 博明 ［委 員］ 河野 啓介

［委 員］ 下間 康広 ［委 員］ 村 好高

［委 員］ ［委 員］

視 察 先 三重県松阪市 三重県鳥羽市

視 察 日 令和５年１０月２６日（木） 令和５年１０月２７日（金）

視察時間 午後１時３０分 ～ 午後３時００分 午前１０時００分 ～ 午前１１時３０分

調査事項 ・書かない窓口の取り組みについて
・鳥羽市リサイクルパークの取り組みについ

て

行政視察を

終えて





◇ 行 政 視 察 報 告 書 ◇

≪提出者氏名≫ 下間 康広

委員会名 厚 生 常 任 委 員 会

委 員 名

［委 員 長］ 木村 裕 ［副委員長］ 山下 秋則

［委 員］ 堤 博明 ［委 員］ 河野 啓介

［委 員］ 下間 康広 ［委 員］ 村 好高

［委 員］ ［委 員］

視 察 先 三重県松阪市 三重県鳥羽市

視 察 日 令和５年１０月２６日（木） 令和５年１０月２７日（金）

視察時間 午後１時３０分 ～ 午後３時００分 午前１０時００分 ～ 午前１１時３０分

調査事項 ・書かない窓口の取り組みについて
・鳥羽市リサイクルパークの取り組みについ

て

行政視察を

終えて

お話を聞かせていただいた中で、まず、改革を

進めてより良いサービスを届けるんだといっ

た熱意をもって取り組まれている職員の皆様

の姿勢に感動いたしました。

戸籍住民課の取り組みから始まり、全課190

事業を対象にマイナンバーなどを活用しなが

ら事業実施し、極力待ち時間の短縮を図りた

いと市長からのトップダウンでのしっかりと

した目標をもっての取り組みは見習うべきも

のだと思いました。

そのなかで取り組みは非常に素晴らしいのだ

が、対応される職員の方には、担当課以外の知

識も必要となるため、人材の育成には時間が

かかり、その間、特定の人材に大きな負担がか

かる事や、既存システムのカスタマイズの問

題など、課題は多いように感じ、本市のサービ

ス向上のために提案するにはさらなる研鑽が

僕自身に必要だと強く感じました。

最後に担当課の方が「市役所はサービス業だ。

さらには来なくていい市役所を目指してい

る。」と言われたうえで、「ただ、話をしに来て

もらう市役所であってもいい。」といっておら

れたのがとても人間味を感じ、印象に残りま

した。

まず最初に鳥羽市は、漁業や観光が主事業で、

資源に対する意識が高くリサイクル事業につ

いても関心が高いと説明をいただきました。

NPO法人の方や環境課の方々も、家庭生ごみ

から良質なたい肥を作るため、講習を受け

日々勉強されており、そんな方々を中心に

様々なコミュニティーが作られ、とても良い

循環をされていました。

本市でも、家庭からの生ごみを活用したリサ

イクル事業の取り組みがされる予定ですの

で、地域一体となって取り組まれている姿勢

や、コミュニティーの作り方、リサイクルへの

関心の高め方などは非常に勉強になりまし

た。

これは僕の勝手なイメージですが、たい肥利

用のリサイクル施設はにおい等の課題がある

と思っていましたが、この施設はにおいもな

く、衛生的で人が集まる施設となっていたの

は本当に驚きました。

本市の取り組みも、このような人が集まる様

な事業となってもらうため、提案等していき

たいです。
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行政視察を

終えて

松阪市では書かない窓口の取り組みについて

平成27年の市長選において市長公約として

訴え、市長当選後に始まった経緯があった。

まずは、ワンストップおくやみコーナーが設

置され、その後に「書かない窓口」の取り組

みがなされていた。

ワンストップおくやみシステムは職員がエ

クセルにて関係課でデータが共有できるよう

になっており、安価で済むよう、職員がシス

テムを作って対応している点は評価すべきで

ある。

「書かない窓口」のシステムも地元のシステ

ム業者が、既存のシステムをカスタマイズし

たものを利用しており、補助金等が無い単費

が財源の中で、努力された経過が見られた。

いずれにしても首長のリーダーシップとその

思いについてくる職員の関係性も重要である

と感じた。

市民の立場からは利便性が高く、本市におい

ても導入検討が必要と考えるが、国のシステ

ムの標準化が控える中で、もう少し状況を注

視する方が良いと思われる。

また、松阪市の職員は窓口に来られる市民の

事を「お客様」と表現していた事と職員の向上

心が高い事が印象的であった。

鳥羽市リサイクルパークは平成19年にオー

プンし、年平均2万人以上の利用がある施設

であった。資源ゴミの受け入れに加え、生ごみ

の堆肥化施設を有しており、経費を抑えなが

ら実績を上げ、環境に関する市民への啓蒙活

動にもなっている素晴らしい施設であると感

じた。しかも利用者が減らずに増える傾向で

ある事には驚かされた。

また、堆肥を利用して、有機野菜を栽培販売す

るなど、今の時代に求められる循環社会の実

践にもなっていた。特に手作りの堆肥ケース

「ひなたぼっこ」は家に持ち帰り、家庭での生

ゴミを堆肥ケースに入れる作業は当然、子ど

も達も目にする事から、教育にも良い影響を

与えると思料する。

加えて、中村理事長を先頭にリサイクルパー

クで勤務する皆様が、自信と誇りを持ってお

られることが印象的であった。

本市では船井郡衛生管理組合への持ち込みが

有料となった事実が市民から厳しい言葉をい

ただく中で、市民の啓蒙を含め、小学校跡地な

どの廃止された施設を利用して、鳥羽市リサ

イクルパークのような施設整備も検討すべき

であると実感した。


